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2013年以降の
取り組み

● 未然防止型の安全活動（リスクアセスメント）
  ● 顕在化・潜在化したリスクの抽出と低減

● 先取り型の安全活動（プロアクティブ）
  ● 機械安全の推進
  ● 新技術開発
  ● 文化醸成（グローバル化）

● 再発防止型の安全活動
  ● 発生した災害の類似危険箇所の改善

● Nitto流安全文化の定着

現在

安全確立
安心

労働安全衛生基本方針

Nittoグループは、これまでも「安全をすべてに優先する」

という共通の価値観のもと事業活動を展開してきましたが、

必ずしも事故・災害の発生を防ぐことはできていません。こ

の状況を打破するために2014年9月、「労働安全衛生基本方

針」を改定しました。「あらゆる事故・災害をゼロにします」と

いう強い信念を持ち、グループをあげて安全への取組みを

行っています。

同時に、従業員一人ひとりが実行する「安全の諸活動」の判

断基準として「安全原則」を制定しました。これらに従って行

動することでNittoグループの安全文化を変えることができ

ると確信しています。

労働安全衛生基本方針および安全原則をNittoグループ

全員に浸透させるために、携帯カードの配布や安全推進ポス

ターの掲示などによる浸透活動を進めています。

また、2014年10月25日に開催されたGIW※の安全セッ

ションにおいてCEOの髙﨑が、「私たちは、あらゆる事故・災

害をゼロにしますという強い信念を持ち、災害をなくす安全

活動を実施します」という安全宣言を行い署名しました。

労働安全衛生 私たちは安全をすべてに優先します

「あらゆる事故・災害をゼロにします」という信念を持ち、安全へ
の取組みを進めてきた結果、重大災害被災者数は減少傾向にあり
ます。しかしながら、重大災害になりうる重要災害被災者数は増加
しています。
今後は、重要災害への安全対策の強化を図ります。なお、2012
年度より、Nittoグループ外の関係者も含めた安全への取組みを進
めています。
重大災害：後遺症（障がい）が残る災害
重要災害：後遺症（障がい）が残る災害につながる恐れのある災害

労働安全衛生基本方針 
『あらゆる事故・災害をゼロにします』

Nittoグループは、「私たちは安全をすべてに優先します」のス
ローガンのもと、決められたことをしっかりと守り、一人ひとり
が安心して働ける職場を全員参加で築いていきます。

それを実現するために、以下の安全原則を実践します。

私たちは、

•	すべての災害を防ぐという強い信念を持ちます
•	すべての危険な行動と危険な状態を顕在化します
•	災害を未然に防止する措置を実践します
•	危険に対する感性を磨く事に精進します
•	常に安全で安心な職場作りを考えて行動します
•	常に危険を回避する行動をとります 

災害の発生状況

そして、この日参加したグループ会社幹部90名全員がそ

の実行を約束しました。

※	GIW: Global Innovation Weekの略。2018年の創立100周年に向けて、
グループを象徴する会議・イベントを集約した週のこと。

先取り型の安全活動

職場の安全を確立するために2013年度より「先取り型の

安全活動」に取り組んでいます。

「先取り型の安全活動」とは、災害が発生する原因を生み

出さないようにする活動で、Nittoグループでは次の３つに

重点を置いて安全対策を強化しています。

機械安全の推進

設備を設計する段階でリスクを低減するために、安全設

計の基本的な考え方について、国際規格に準拠した「グルー

プ設備安全規程　基本概念」を2013年度に制定しました。

労働安全衛生基本方針改定

制定

安全の諸活動

安全原則

2014年度からはこの基本概念をもとに、機械ごとの設計基

準や仕様の整備を進めています。また、設備の導入前審査の

仕組みを再構築し、運用体制の見直しも図っています。

新技術の開発

生産プロセスを構築する段階でリスクを低減するために、

新しい製造プロセス技術の開発を進めています。具体的に

は、重合釜の清掃時に起きた火気事故の再発を防ぐために、

粘着剤を重合した後、重合釜を掃除する必要のない重合方

法を検討しています。

安全文化の醸成

安全文化を醸成するために、労働安全衛生基本方針および

安全原則を浸透させる活動を行っています。また、2005年

度より日本国内の全従業員を対象とした体感型安全教育を

実施してきました。これは、どのような危険が起こりうるか

疑似体験を通じて学ぶもので、特に危険に対する認識が不足

している、経験の浅い従業員を中心に安全意識の向上を図っ

ています。

2014年度は海外にも展開し、移動可能な体感型安全教育

車（トレーラー）を中国に導入して16拠点（製造拠点）、8000

人の教育を進めています。

2015年度は、中国にもう１台教育車を追加するとともに、

台湾と南アジアエリアに体感型安全教育室を設けるなど、さ

らに浸透活動を展開していきます。
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安全宣言に	
CEOが署名

安全推進ポスター（日本語版）

英語版

中国語版

重大災害被災者数と重要災害被災者数

体感型安全教育車

安全教育車の中で
危険を体感する受講者　


